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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第42期
第２四半期
累計期間

第43期
第２四半期
累計期間

第42期
第２四半期
会計期間

第43期
第２四半期
会計期間

第42期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 6,528,7364,712,9613,125,8172,239,43111,787,615

経常利益 (千円) 194,016 141,610 98,257 46,868 249,671

四半期(当期)純利益 (千円) 106,209 67,539 57,048 13,232 134,672

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ― ― ―

資本金 (千円) ― ― 188,000 229,400 229,400

発行済株式総数 (千株) ― ― 6,450 6,850 6,850

純資産額 (千円) ― ― 1,598,1601,719,9681,693,352

総資産額 (千円) ― ― 4,478,7123,876,7494,075,185

１株当たり純資産額 (円) ― ― 247.78 251.09 247.20

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 16.47 9.86 8.84 1.93 20.51

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ― ― 7.50

自己資本比率 (％) ― ― 35.68 44.37 41.55

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △24,811 35,825 ― ― 184,272

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △41,058 △31,914 ― ― △63,467

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △56,175 △73,307 ― ― △22,794

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 265,172 415,832 485,228

従業員数 (名) ― ― 139 148 142

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　持分法を適用した場合の投資利益については、非連結子会社及び関連会社が存在しないため記載しておりませ

ん。

３　第42期第２四半期累計期間及び第42期第２四半期会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、新株予約権の残高はありますが、当社株式は非上場であったため、期中平均株価が把握できないた

め記載しておりません。

第42期、第43期第２四半期累計期間及び第43期第２四半期会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期(当

期)純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 148 (113)

(注)　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均雇用人員を（　）外数で記載しており

ます。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社事業の中で、生産実績を有しているのはパッケージ事業のみであるため、当第２四半期会計期間の

生産実績をパッケージ事業のみ示すと、次のとおりであります。
　

事業別の名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

パッケージ事業 1,137,661 90.6

メディアネットワーク事業 ― ―

合計 1,137,661 90.6

(注) １　金額は製造原価及び仕入価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第２四半期会計期間における受注実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別の名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

パッケージ事業 1,715,962 104.2 923,368 164.4

メディアネットワーク事業 769,347 49.7 837,962 85.3

合計 2,485,310 77.8 1,761,332 114.1

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期会計期間における販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別の名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

パッケージ事業 1,464,656 92.9

メディアネットワーク事業 774,774 50.0

合計 2,239,431 71.6

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　販売実績が総販売実績の10％以上の相手先はありません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間における世界経済の環境は、一部では持ち直しの動きがみられたものの、全体と

しては緩やかな景気後退となりました。

　国内では、在庫調整の一巡、経済対策の効果に加え、輸出及び生産の持ち直しの傾向がある一方、設備投

資の減少、個人消費の冷え込み、雇用情勢の悪化により、景気の先行きは依然として厳しい状況が続いて

まいりました。

　当社を取り巻く環境は、パッケージ事業においては、前事業年度から続く景気後退の影響により厳しい

事業環境となりました。このような中、これまで取り組みを続けてきた企画提案型の営業力の成長等によ

り、業績は緩やかに回復しております。しかしながら、メディアネットワーク事業においては、顧客先であ

るカタログ通販会社等におけるコスト抑制が当初の見通し以上に影響し、一層厳しい事業環境となりま

した。

　このような状況の中、業容の拡大に伴う人員増加への対応及び支店機能の充実を図ることを目的とした

東京支店の移転、また、経営資源の効率的利用のため、経費節減と利便性を考え、パッケージプランニング

堺センターの大阪生産センターへの移転、集約を進めております。

　その結果、当第２四半期会計期間の売上高は2,239百万円（前年同四半期比28.4％減）、売上総利益は

368百万円（前年同四半期比13.9％減）、営業利益は66百万円（前年同四半期比34.6％減）、経常利益は

46百万円（前年同四半期比52.3％減）となり、四半期純利益は13百万円（前年同四半期比76.8％減）と

なりました。

事業別の状況は次のとおりであります。

　

（パッケージ事業）

　パッケージ事業につきましては、顧客の販売促進活動等に適した商品を提案し、要望や消費者ニーズに

合わせて当社のパッケージや封入のサービスを提供する企画提案型営業が新規顧客、既存顧客共に受け

入れられ、この分野で大きく成長しました。中でも新型インフルエンザ発生に伴う衛生用品向け包装材の

需要が増加したことから事業全体としても業績は回復基調となり、当会計期間ではほぼ前年の水準にま

で回復いたしましたが、結果として売上減少となりました。また、ナフサ等原料価格の下落によるフィル

ム等の原材料費が低下したことにより、売上総利益は増加いたしました。

　この結果、当事業の売上高は1,464百万円（前年同四半期比7.1％減）となりました。

　

（メディアネットワーク事業）

　メディアネットワーク事業につきましては、当社の主力顧客であるカタログ通販会社のＤＭ広告費全体

が減少する中、中小口案件の獲得を中心に一気通貫サービスの提供や新規顧客の開拓、既存顧客の深耕と

あわせ、封筒の販売を強化してまいりました。しかしながら顧客先であるカタログ通販会社等におけるＤ

Ｍの通数の減少、単価の圧縮等が大きく影響したことにより一層厳しい事業環境となりました。

　この結果、当事業の売上高は774百万円（前年同四半期比50.0％減）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末の総資産は3,876百万円となり、前事業年度末に比べ198百万円減少しました。

これは主に受取手形及び売掛金の減少等によるものであります。

当第２四半期会計期間末の負債合計は2,156百万円となり、前事業年度末に比べ225百万円減少しまし

た。これは主に未払法人税等の減少及び長期借入金の減少等によるものであります。

当第２四半期会計期間末における純資産の残高は1,719百万円となり、前事業年度末に比べ26百万円増

加しました。これは主に利益剰余金の増加等によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期会計期間末に比べ81百万円増加

し、415百万円となりました。

　

また、当第２四半期会計期間中における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は152百万円（前年同四半期比448.7％増）となりました。これは主に仕

入債務の減少額53百万円があったものの、税引前四半期純利益24百万円の計上、売上債権の減少額142百

万円及び賞与引当金の増加額37百万円等があったことによるものであります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は21百万円（前年同四半期比118.7％増）となりました。これは主に有形

固定資産の取得による支出10百万円及び差入保証金の差入による支出16百万円等があったことによるも

のであります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は48百万円（前年同四半期比86.5％増）となりました。これは主に短期

借入金の減少額10百万円、長期借入金の返済による支出22百万円及び配当金の支払額12百万円等があっ

たことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,850,000 6,850,000
大阪証券取引所
(ヘラクレス)

単元株式数は100株

計 6,850,000 6,850,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21並びに第280条ノ27の規定に基づき発行した新株予約

権は、次のとおりであります。

（平成16年６月29日定時株主総会特別決議）

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数（個） 55

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） ―

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数は100株であります。

新株予約権の目的となる株式の数（株） 82,500

新株予約権の行使時の払込金額（円） 194

新株予約権の行使期間 平成18年７月１日から平成23年６月30日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　　　　　　　　　　　　　　　　　194
資本組入額　　　　　　　　　　　　　　　　　 97

新株予約権の行使の条件 (注)

新株予約権の譲渡に関する事項 新株予約権を譲渡するには取締役会の承認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
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(注)　当該新株予約権の行使条件は以下のとおりであります。

①　新株予約権者は、当該新株予約権の行使時において、当社の取締役、監査役および従業員の何れかの地位に

あることを要する。ただし、新株予約権者が、任期満了による退任、定年退職その他正当な理由によりこれ

らの地位を失った場合はこの限りではない。

②　新株予約権の譲渡、質入れその他一切の処分を認めない。

③　新株予約権の割当を受けた者が死亡した場合は相続を認めない。

④　割当てられた新株予約権個数の全部または一部につき行使することができる。ただし、一部を行使する場合

には、割り当てられた新株予約権の整数倍の単位で行使するものとする。

⑤　その他の条件については、当社と新株予約権者との間で締結する、新株予約権割当契約に定めるところによ

る。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 ― 6,850,000 ― 229,400 ― 146,800

　

(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

芝原　英司 大阪市住吉区 3,418 49.89

ショーエイ従業員持株会 大阪市中央区備後町２－１－１ 789 11.52

株式会社クルー 大阪市住之江区新北島７－１－76 402 5.86

芝原　武司 大阪府枚方市 360 5.25

稲畑産業株式会社 大阪市中央区南船場１－15－14 142 2.08

芝原　多恵子 大阪府枚方市 55 0.80

大阪証券金融株式会社 大阪市中央区北浜２－４－６ 51 0.75

日本紙通商株式会社 東京都千代田区一ツ橋１－２－２ 50 0.72

オザックス株式会社 大阪市中央区博労町１－６－６ 50 0.72

エバーコート株式会社 大阪市鶴見区鶴見１－６－76 40 0.58

計 ― 5,359 78.23
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,849,800 68,498 ―

単元未満株式 普通株式　　　　200 ― ―

発行済株式総数 6,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 68,498 ―

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 138 166 199 262 217 250

最低(円) 121 126 146 166 188 185

(注) 株価は、大阪証券取引所ニッポン・ニュー・マーケット－「ヘラクレス」におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期累計期間

(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期

会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間(平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで)及び前第２四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)に係

る四半期財務諸表並びに当第２四半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２

四半期累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表について、新日本有

限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 469,595 535,991

受取手形及び売掛金 1,697,514 1,909,200

製品 177,482 200,968

仕掛品 100,145 107,575

原材料 26,562 28,932

その他 191,721 97,506

貸倒引当金 △17,649 △16,173

流動資産合計 2,645,373 2,864,001

固定資産

有形固定資産

土地 599,420 599,420

その他（純額） ※１
 189,974

※１
 167,391

有形固定資産合計 789,394 766,811

無形固定資産 51,810 58,824

投資その他の資産

その他 468,028 451,931

貸倒引当金 △77,857 △66,382

投資その他の資産合計 390,171 385,548

固定資産合計 1,231,375 1,211,184

資産合計 3,876,749 4,075,185

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,246,500 1,314,630

短期借入金 230,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 90,000 90,000

未払法人税等 32,574 151,301

未払消費税等 12,003 29,729

賞与引当金 78,499 78,449

その他 112,114 105,333

流動負債合計 1,801,692 1,969,445

固定負債

長期借入金 157,500 202,500

退職給付引当金 13,509 34,042

役員退職慰労引当金 116,884 119,516

その他 67,193 56,329

固定負債合計 355,088 412,387

負債合計 2,156,780 2,381,833
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 229,400 229,400

資本剰余金 146,800 146,800

利益剰余金 1,353,473 1,337,309

株主資本合計 1,729,673 1,713,509

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △9,705 △20,156

評価・換算差額等合計 △9,705 △20,156

純資産合計 1,719,968 1,693,352

負債純資産合計 3,876,749 4,075,185
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

売上高 6,528,736 4,712,961

売上原価 5,699,130 3,967,924

売上総利益 829,606 745,036

販売費及び一般管理費 ※１
 627,871

※１
 581,912

営業利益 201,734 163,124

営業外収益

受取利息 567 803

受取配当金 1,180 1,349

還付加算金 2,690 －

その他 75 283

営業外収益合計 4,514 2,436

営業外費用

支払利息 4,162 3,263

手形売却損 7,398 5,475

上場関連費用 538 －

支払手数料 － 13,500

貸倒引当金繰入額 133 －

その他 － 1,711

営業外費用合計 12,232 23,950

経常利益 194,016 141,610

特別損失

固定資産除却損 3,096 10,122

固定資産売却損 195 －

リース解約損 － 11,950

特別損失合計 3,291 22,072

税引前四半期純利益 190,725 119,537

法人税、住民税及び事業税 94,584 30,058

法人税等調整額 △10,068 21,939

法人税等合計 84,515 51,998

四半期純利益 106,209 67,539
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成20年７月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年７月１日
 至 平成21年９月30日)

売上高 3,125,817 2,239,431

売上原価 2,698,138 1,871,181

売上総利益 427,679 368,249

販売費及び一般管理費 ※１
 326,160

※１
 301,887

営業利益 101,519 66,362

営業外収益

受取利息 299 409

受取配当金 88 74

還付加算金 2,597 －

その他 17 109

営業外収益合計 3,003 593

営業外費用

支払利息 2,091 1,617

手形売却損 3,635 3,263

上場関連費用 538 －

支払手数料 － 13,500

貸倒引当金繰入額 － 73

その他 － 1,631

営業外費用合計 6,265 20,087

経常利益 98,257 46,868

特別利益

貸倒引当金戻入額 28 －

特別利益合計 28 －

特別損失

固定資産除却損 3,096 9,960

リース解約損 － 11,950

特別損失合計 3,096 21,910

税引前四半期純利益 95,189 24,957

法人税、住民税及び事業税 82,533 28,899

法人税等調整額 △44,393 △17,173

法人税等合計 38,140 11,725

四半期純利益 57,048 13,232
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 190,725 119,537

減価償却費 22,811 24,193

貸倒引当金の増減額（△は減少） 40,470 12,950

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,035 49

退職給付引当金の増減額（△は減少） － △20,532

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,343 △2,631

受取利息及び受取配当金 △1,747 △2,153

支払利息 4,162 3,263

固定資産除却損 3,096 9,201

固定資産売却損益（△は益） 195 －

売上債権の増減額（△は増加） △425,740 116,356

たな卸資産の増減額（△は増加） △71,113 33,285

仕入債務の増減額（△は減少） 112,610 △68,268

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,909 △17,725

その他 △15,318 △23,476

小計 △108,558 184,049

利息及び配当金の受取額 1,657 2,053

利息の支払額 △4,119 △3,325

法人税等の還付額 86,210 －

法人税等の支払額 － △146,951

営業活動によるキャッシュ・フロー △24,811 35,825

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △26,973 △18,562

無形固定資産の取得による支出 － △250

投資有価証券の取得による支出 △823 △787

貸付金の回収による収入 2,304 3,040

差入保証金の差入による支出 △18,934 △20,511

建設協力金の回収による収入 6,000 6,000

その他 368 2,157

投資活動によるキャッシュ・フロー △41,058 △31,914

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 50,000 30,000

長期借入金の返済による支出 △52,000 △45,000

リース債務の返済による支出 △5,800 △7,410

配当金の支払額 △48,375 △50,897

財務活動によるキャッシュ・フロー △56,175 △73,307

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △122,044 △69,396

現金及び現金同等物の期首残高 387,217 485,228

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 265,172

※１
 415,832
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

　会計処理基準に関する事項の変更

　　棚卸資産の評価方法の変更

　従来、原材料の評価方法は、主として先入先出法に

よる原価法（収益性の低下による簿価切下げの方

法）によっておりましたが、第１四半期会計期間よ

り主として移動平均法による原価法（収益性の低下

による簿価切下げの方法）に変更しております。こ

の変更は、新たな在庫管理システムの本格稼動に伴

い、移動平均法による在庫評価計算が可能となった

ため価格変動を平均化し、期間損益をより適正に表

示することを目的に行ったものであります。

　なお、当該変更に伴う損益に与える影響は、軽微で

あります。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)
　

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 374,681千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　　 396,016千円

　 　

　２　受取手形割引高　　　　　　　　　 479,515千円 　２　受取手形割引高　　　　　　　　 　735,346千円

　 　
　

(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 40,457千円

従業員給与・賞与 169,361千円

賞与引当金繰入額 49,375千円

退職給付引当金繰入額 17,874千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,343千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 13,046千円

従業員給与・賞与 183,705千円

賞与引当金繰入額 51,349千円

役員退職慰労引当金繰入額 4,048千円

　 　
 

　

第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 34,183千円

従業員給与・賞与 84,776千円

賞与引当金繰入額 23,681千円

退職給付引当金繰入額 13,901千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,171千円
 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 10,400千円

従業員給与・賞与 92,778千円

賞与引当金繰入額 24,975千円

退職給付引当金繰入額 3,118千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,176千円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 312,793千円

預入期間が３か月超の定期預金 △47,620千円

現金及び現金同等物 265,172千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 469,595千円

預入期間が３か月超の定期預金 △53,763千円

現金及び現金同等物 415,832千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21

年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 6,850,000

　

２　自己株式に関する事項

当社は自己株式を保有していないため、該当事項はありません。

　

３　新株予約権等に関する事項

新株予約権は、会社法施行日前にストック・オプションとして付与されたもののみであり、該当事項はあ

りません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月29日
定時株主総会

普通株式 51,375利益剰余金 7.50平成21年３月31日 平成21年６月30日

　

　(2) 基準日が当会計年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 251.09円
　

　 　

　 247.20円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 1,719,968 1,693,352

普通株式に係る純資産額(千円) 1,719,968 1,693,352

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 6,850,000 6,850,000

普通株式の自己株式数(株) ― ―

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

6,850,000 6,850,000

　

２．１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

　

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 16.47円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、新株予約権の残高はありますが、当

社株式は非上場のため、期中平均株価が把握でき

ませんので記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 9.86円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

 

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 106,209 67,539

普通株式に係る四半期純利益(千円) 106,209 67,539

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,450,000 6,850,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれな
かった潜在株式について前事業年度末から重
要な変動がある場合の概要

― ―
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第２四半期会計期間

　

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 8.84円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、新株予約権の残高はありますが、当

社株式は非上場のため、期中平均株価が把握でき

ませんので記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 1.93円

(注) 潜在株式調整後の１株当たり四半期純利益金額

については、希薄化効果を有している潜在株式が

存在しないため、記載しておりません。

 

(注)　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 57,048 13,232

普通株式に係る四半期純利益(千円) 57,048 13,232

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,450,000 6,850,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１
株当たり四半期純利益金額の算定に含まれな
かった潜在株式について前事業年度末から重
要な変動がある場合の概要

― ―

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　西　　野　　秀　　一　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショーエイコーポレーションの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第42期事業年度の第２四

半期会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーションの平成20年９月

30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに

第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

　　　 ２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月12日

株式会社ショーエイコーポレーション

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　田　　　　　豊　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　　藤　　陽　　子　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショーエイコーポレーションの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第43期事業年度の第２四

半期会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年４月１日か

ら平成21年９月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあ

り、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショーエイコーポレーションの平成21年９月

30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに

第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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